
平
成
十
九
年
度
の
通
常
総
会

は
、
平
成
十
九
年
八
月
十
九
日

（
日
）
午
後
二
時
よ
り
秋
田
市

の
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
に

お
い
て
、
県
内
外
か
ら
約
百
二

十
名
の
会
員
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
た
。
会
は
柳
沼
真
一
氏

（
昭
和
四
十
三
年
卒
）
の
司
会

で
進
め
ら
れ
た
。

最
初
に
校
歌
を
五
番
ま
で
斉
唱

し
、
そ
の
後
、
物
故
会
員
に
全
員

で
黙
祷
を
捧
げ
た
。
次
い
で
、
次

第
に
従
っ
て
総
会
は
進
め
ら
れ
た

が
、
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◎
辻
兵
吉
会
長
挨
拶

四
年
前
に
丸
山
会
長
の
後
を
引

き
継
い
だ
。
百
二
十
周
年
を
期
に

前
会
長
が
、
会
費
を
会
員
全
員
か

ら
年
二
千
円
徴
収
す
る
方
法
に
大

転
換
し
た
。
そ
れ
ま
で
役
員
の
皆

さ
ん
に
多
大
の
ご
負
担
を
お
か
け

し
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
か
ら
の
入

会
金
で
運
営
し
て
い
た
。
現
在
約

六
千
人
の
方
か
ら
会
費
を
頂
戴
し
、

な
ん
と
か
順
調
に
運
営
で
き
感
謝

し
て
い
る
。

今
年
は
三
と
四
の
つ
く
年
度
の

方
に
お
世
話
い
た
だ
き
、
ス
イ
カ

と
い
う
面
白
い
も
の
を
開
発
さ
れ

た
三
十
四
年
卒
の
三
木
彬
生
氏
に

ご
講
演
（
要
旨
五
面
に
）
を
お
願

い
し
て
い
る
。

ま
た
文
科
省
の
事
務
次
官
に
銭

谷
眞
美
君
（
昭
四
十
三
年
卒
）
が

就
任
さ
れ
、
大
事
な
若
い
人
を
育

て
る
仕
事
で
活
躍
し
て
く
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

今
日
は
同
窓
会
の
今
年
度
の
活

動
方
針
を
き
め
る
大
事
な
総
会
な

の
で
重
要
事
項
を
慎
重
審
議
い
た

だ
き
た
い
。

学
校
の
方
も
文
武
両
道
で
百
三

十
四
年
経
た
。
今
年
は
必
ず
し
も

よ
く
い
っ
た
と
は
言
い
難
い
よ
う

だ
が
、
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
優

秀
な
生
徒
が
入
り
、
卒
業
し
て
い

る
と
申
し
添
え
て
挨
拶
と
す
る
。

◎
柴
田
義
弘
校
長
挨
拶

本
校
は
文
武
両
道
を
旗
印
に
し
、

し
か
も
分
業
で
な
く
同
じ
生
徒
が

武
も
し
、
難
関
校
に
も
と
い
う
点

か
ら
い
え
ば
、
秋
高
は
間
違
い
な

く
ベ
ス
ト
テ
ン
に
入
る
と
思
う
。

今
回
の
佐
賀
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
は
卓
球
、
山
岳
、
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
、
柔
道
な
ど
活
躍
し
た
。
そ
の

諸
君
は
ほ
と
ん
ど
若
す
ぎ
国
体
の

選
手
に
な
る
。
そ
こ
で
も
秋
高
の

名
を
背
負
っ
て
頑
張
っ
て
く
れ
る

と
思
う
。
野
球
は
決
勝
ま
で
行
き

な
が
ら
今
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
で

及
ば
な
か
っ
た
。会
長
に
も
、ま
た

ち
ょ
う
ど
秋
田
に
お
い
で
の
文
科

省
の
銭
谷
事
務
次
官
に
も

朗
報
を
伝
え
ら
れ
ず
残
念

だ
っ
た
。銭
谷
さ
ん
は
文

科
省
の
業
務
を
し
っ
か
り

し
な
が
ら
、母
校
が
文
武

両
道
を
掛
け
値
な
く
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
誇
り

に
思
っ
て
お
ら
れ
る
と
思

う
。本
校
か
ら
い
い
ニ
ュ

ー
ス
を
発
信
す
る
こ
と
が

諸
先
輩
に
元
気
を
与
え
る

の
で
は
と
考
え
、来
年
に

花
咲
く
仕
込
み
を
し
た
い
。

体
育
館
の
耐
震
診
断
で

低
い
数
値
が
出
、
改
修
改

築
の
要
あ
り
と
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
六
年
に
建
っ
て

か
ら
四
十
数
年
に
な
る
。
今
度
の

議
会
な
ど
で
改
築
の
案
が
出
る
と

思
う
が
、
秋
高
は
体
育
館
二
つ
だ

け
で
は
な
く
講
堂
も
あ
る
べ
き
と

考
え
て
い
る
。
文
武
両
道
に
試
練

の
時
に
な
る
が
、
逆
風
の
時
に
も

ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
れ
ば
結
果
が

出
る
と
い
う
方
向
に
レ
ー
ル
を
作

っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
諸
先
輩

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

挨
拶
に
次
い
で
議
長
選
出
が
行

わ
れ
た
が
、
慣
例
に
よ
り
会
長
が

議
長
と
な
り
会
が
進
め
ら
れ
た
。

◎
会
務
事
業
報
告

最
初
に
仙
波
昭
彦
事
務
局
長
か

ら
資
料
に
基
づ
い
て
会
務
事
業
報

告
が
行
わ
れ
、
次
い
で
常
置
委
員

会
報
告
で
は
、
企
画
・
佐
々
木
博

良
、
財
務
・
速
水
洋
子
、
名
簿
・

工
藤
雄
一
、
広
報
・
高
島
清
子
の

各
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す

る
事
項
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

◎
議
　
事

最
初
に
平
成
十
八
年
度
収
支
決

算
に
つ
い
て
事
務
局
長
よ
り
の
説

明
に
続
き
、
小
玉
監
事
よ
り
監
査

報
告
が
な
さ
れ
、
審
議
承
認
さ
れ

た
。
次
い
で
平
成
十
九
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
（
案
）
が
提
案

さ
れ
、
こ
れ
も
審
議
承
認
さ
れ
た
。

引
き
続
き
質
疑
要
望
が
出
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
検
討
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
議
事
は
終
了
し
た
。

総
会
終
了
後
、
記
念
講
演
、
懇

親
会
が
和
や
か
に
行
わ
れ
た
。

(3) 平成20年１月15日 秋　高　同　窓　会　だ　よ　り 第 82 号

約
六
千
人
が
会
費
納
入

通
常
総
会
に
百
二
十
人
出
席
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